
3 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本 38 (36)

本 10 (10)

本 6 (6)

本 9 (7)

本 13 (13)

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

１時間あたりの平均人件費 4,280

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上
円 1,580

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 12,534

魚津市の人口（各年度12月末時点） 40,477
参　　考

区　　分

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 571,262

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計 265,762

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 14,940

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 60

　同　　上
円 14,113

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

３年度実績 ４年度実績 ５年度実績 ６年度実績

基本事業④ 教育環境の整備・充実

８年度実績

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 63,943

507,319

行　　政

・児童生徒が意欲的に学習に取り組むための教育活動の充実に取り組みます。
・自己肯定感を身に付け、命を尊び、他者を思いやり支え合う心を育成します。
・安全で健康な生活及び望ましい食生活など、健康的な生活習慣を形成する環境を整備します。
・児童生徒が安全で安心して学習できる環境を整備します。

市　　民
・

事 業 所

・子どもの基本的生活習慣（早寝・早起き、食事のマナー、あいさつなど）や家庭学習の習慣が身に付くよう努めます。
・学校教育に対する理解を深め、学校との協力・連携に努めます。
・民間の事業所が連携、協力し、児童生徒のプログラミング教育推進の支援に努めます。

13,327

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 98,326

７年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

基本事業② 豊かな心を育む教育の推進

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

施策の現状
及び課題

現　　状
・児童生徒の意欲的な学習への取組や、互いを尊重し合う豊かな心の育成に向けて、様々な教育活動に取り組んでいます。
・児童生徒が安全・安心な学校で学ぶことができるように教育環境の整備に取り組んでいます。

課　　題
・学習支援員やALT等の人材の充実、ICTを活用した教育やふるさと教育の推進を通して、児童生徒の学力向上及び豊かな心の育
成を図る必要があります。
・ICT機器を含めた学校施設の適切な維持管理、通学時の安全確保に向けて取り組む必要があります。

施策の
トータルコスト

主管課名 教育総務課

関係課名 学校給食センター・こども課・健康センター・建設課・生活環境課

１０年後の
目指す姿 　教育活動が充実するとともに教育環境が整備されています。

令和

まちづくり目標 未来につなぐまち 政策名 誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり

施 策 № 13 施 策 名 学校教育の充実

目指す姿の実
現のための取

組
(基本事業)

基本事業① 確かな学力を育む教育の推進

施策を進めるた
めの役割分担

129,904

基本事業③ 健やかな体を育む教育の推進
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合　　計 114,401,000 98,325,742 16,075,258

0

0

学習の達成状況 ％
100.0

99.0 100.0
93.6（中） 94.4

98.096.0 97.0

101.4
98.8

101.6 101.8

96.0

101.2

単位
令和元年度

102.0

12年度
（目標値）

101.0（小）

成果指標名

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一般会計 特別支援教育推進事業 3,644,000 3,085,197

0

0

0

0

7,275,000 6,375,309 899,691 - 教育総務課

-

英語教育推進事業 25,121,000 25,025,000 96,000 Ａ

プログラミング教育推進事業・ロボコン魚津大会実施事業 2,785,000 2,494,963 290,037 Ａ 教育総務課

Ａ

265,214 -

一般会計

教育総務課

教育総務課

一般会計 中学校教科用図書給付事業

教育総務課

一般会計 教育センター運営費

558,803 Ａ

一般会計

3,344,000 3,078,786

一般会計

教育総務課

一般会計 小学校教科用図書給付事業 2,824,000 2,799,488 24,512 -

小学校教育研究事業 25,478,000 16,566,323 8,911,677

№ 会計名 事務事業名
令和3年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

教育総務課

一般会計 学力向上プラン研究事業 1,646,000 1,124,207 521,793 - 教育総務課

１次評価結果

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

教育総務課一般会計 教育環境一般管理費 32,062,000 28,712,851 3,349,149

一般会計 中学校教育研究事業 10,222,000 9,063,618 1,158,382 Ａ 教育総務課

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

103.0

101.0

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

７年度
（中間目標値）

令和3年度における
主な事業内容（活動内容）

【英語教育推進事業】
・令和２年度から小学校の英語教科化が導入され、全小中学校に計５名の外国語指導助手を配置し、中学校の英語や小学校での
外国語活動の補助を行いました。
【特別支援教育推進事業】
・発達障害等、特別な支援が必要な児童生徒に対して、にこにこ相談会の実施、スタディメイトの配置等、学習指導上の支援を行い
ました。また、特別支援教育コーディネーターを配置し、切れ目のない連携支援を実施しました。
【学力向上プラン研究事業】
・小中学校の拠点校２校を中心とした確かな学力の育成のための実践研究と検証改善を推進しました。
・中学校２校において、放課後学習をのべ29回行いました。
【小学校教育研究事業、中学校教育研究事業】
・教職員の指導力向上を目的とした研修会を8回行いました。
・「魚津っ子の学び向上委員会」を２回開催しました。
【プログラミング教育推進事業・ロボコン魚津大会実施事業】
紅ズワイガニロボコン魚津大会を開催し、16チーム24名の参加がありました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 13 施 策 名 学校教育の充実

基本事業名 ①確かな学力を育む教育の推進

基本事業の目的（意図） 英語教育やプログラミング教育を推進するとともに、特別支援スタディメイトの配置等により特別支援教育の充実を図ります。
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②豊かな心を育む教育の推進

4.43（中） 5.39

単位

実績値

8.4

1.40

3.8 3.6 3.0

目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

0.7
1.05（小） 1.15

0.9

基本事業の目的（意図）
地域での職場体験によるふるさと教育や、乳幼児とのふれ合いによるいのちの教育を推進し、児童生徒の豊かな心の育成に取り
組みます。

令和3年度における
主な事業内容（活動内容）

【学校司書配置事業】
・市内の全ての小中学校に学校司書を配置し、図書の整備や児童生徒の読書活動の推進に取り組みました。
【適応指導教室運営事業】
・適応指導教室「すまいる」において、不登校傾向の児童生徒の学校復帰を支援しました。
【小学校教育研究事業】
・「ふるさと教育スタンダードプラン」に基づき、ふるさと発見バス事業を小学校２学年、４学年、５学年、６学年に実施しました。
・地域への愛着をもってもらうため、地場産業体験事業を小学校３年生に実施しました。
【情操教育推進事業】
・小中学校においていのちの授業を13回実施しました。
・いじめ防止対策推進委員会を開催しました。
【社会に学ぶ14歳の挑戦事業】
・新型コロナウイルス感染拡大を考慮し、期間を短縮して実施しました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 13

不登校児童・生徒の割合 ％
3.4

5.80

3.2

施 策 名 学校教育の充実

基本事業名

合　　計 15,817,000 13,327,292 2,489,708
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一般会計 ふるさと教育推進事業(施策４①再掲) (1,552,000) (1,501,700) (50,300) Ａ 教育総務課

№ 会計名 事務事業名
令和3年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

教育総務課

予算なし スクールカウンセラー等配置事業 0 0 0 - 教育総務課

一般会計 社会に学ぶ14歳の挑戦事業 1,222,000 592,340 629,660 Ａ

教育総務課

一般会計 情操教育推進事業 884,000 195,909 688,091 Ａ 教育総務課

一般会計

こども課

一般会計 学校司書配置事業 7,540,000 6,771,763 768,237 Ａ 教育総務課

適応指導教室運営事業 6,074,000 5,699,284 374,716 Ａ

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

0.8
0.5

2.0

10.0
8.2

成果指標名

児童生徒一人当たりの１か月の読書冊
数

冊
7.2 7.6 8.57.9

6.9 7.6

１次評価結果

一般会計 子どもの権利推進事業 97,000 67,996 29,004 -

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

1.05 1.0
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0
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予算なし 学校給食会計経理事業 0 0 0 - 給食センター

0

18,726,297 20,448 - 給食センター

予算なし 学校給食ふるさと食材活用事業 0 0 0 - 給食センター

学校給食運営事業 87,618,099 86,787,147 830,952 Ａ 給食センター

5,401,000 4,872,754 528,246 Ａ 教育総務課

一般会計 プール授業外部委託モデル事業 1,340,388 883,053 457,335 Ａ 教育総務課

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和3年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

予算なし 食育推進事業 0 0 0 -

一般会計 学校給食施設維持管理事業 18,746,745

一般会計 児童・教職員健康診断事業 8,829,000 7,823,228 1,005,772 Ａ

一般会計 学校給食配送業務 10,811,840 10,811,840 0 - 給食センター

一般会計

教育総務課

一般会計 生徒・教職員健康診断事業

学校給食の残食率 ％ 2.5 3.3
3.0 2.7 2.2 1.8 1.5

教育総務課

1.0
3.9

令和3年度における
主な事業内容（活動内容）

【児童・教職員健康診断事業、生徒・教職員健康診断事業】
・児童生徒及び教職員の健康診断等を行いました。
【学校給食運営事業】
・栄養バランスの取れた、安全でおいしい学校給食を提供しました。
・「魚津市学校給食における食物アレルギー対応マニュアル」に基づき、食物アレルギーを有する児童生徒が、安全・安心に学校生
活を送ることができるよう食物アレルギー事故等を防止に取り組みました。
【食育推進事業】
・平成30年度に策定した「第２期魚津市食育推進計画」に基づき、関係各課及び各種団体と連携しました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度 ２年度 ３年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

けがや病気の件数 人 7.2 7.3
6.8 6.4 6.1 5.8 5.5

4.0
7.1

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

施 策 № 13 施 策 名 学校教育の充実

基本事業名 ③健やかな体を育む教育の推進

基本事業の目的（意図） 望ましい食生活の習慣が身に付くよう、食育を推進します。また、学校給食での地場産食材の利用拡大を図ります。

４年度 ５年度
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一般会計 通学安全推進事業 502,000 437,711 64,289 Ｂ 教育総務課

一般会計 小学校遠距離通学援助事業 46,293,000 37,720,966 8,572,034 - 教育総務課

予算なし 就学事務 0 0 0 - 教育総務課

一般会計 教育ネットワーク管理事業 24,794,000 23,959,320 834,680 - 教育総務課

一般会計 小学校教育振興・情報化事業 52,969,549 49,846,989 3,122,560 Ａ 教育総務課

一般会計 中学校教育振興・情報化事業 19,496,185 18,345,784 1,150,401 Ａ 教育総務課

一般会計 奨学金貸付事業 7,993,000 7,092,190 900,810 - 教育総務課

一般会計 小学校維持管理事業 84,586,451 75,534,542 9,051,909 - 教育総務課

一般会計 中学校維持管理事業 49,664,915 46,336,994 3,327,921 - 教育総務課

教育総務課

一般会計 教育委員会の会議及び委員に関する事務 262,000 103,360 158,640 - 教育総務課

一般会計 教育委員会事務局一般管理事業 6,545,000 5,833,836 711,164 - 教育総務課

一般会計 私学等教育振興事業 550,000 550,000 0 - 教育総務課

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和3年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 学校規模適正化事業 52,000,000 0 52,000,000 Ａ

86.8

79.2（中） 79.2
97.0 92.0 93.0 94.0 95.0

100
98.6

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ④

施 策 № 13 施 策 名 学校教育の充実

基本事業名 ④教育環境の整備・充実

基本事業の目的（意図）
学校規模適正化を進めるとともに、教育現場の働き方改革推進の視点からも、ICTを含めた教育環境整備に取り組みます。また、
関係機関と連携して児童生徒の安全な通学を確保します。

令和3年度における
主な事業内容（活動内容）

【小中学校教育振興・情報化事業】
・小中学校すべての児童生徒に1人1台のＩＣＴ環境（タブレット）を整備しました。
【教育ネットワーク管理事業】
・教職員のパソコン及び電子黒板の整備を行いました。
【小中学校維持管理事業】
・感染症対策に必要な保健衛生用品の購入及び備品を整備しました。
【通学安全推進事業】
・「魚津市小中学校通学安全プラン」に基づき、魚津市通学安全推進会議を開催するとともに、関連事業の推進に努めました。地域
住民には「ご近所見守り推進事業」として活動していただくほか、「ながら見守り連携事業」では、27事業所の協力を得ています。ま
た、小学校の遠距離通学を支援するためスクールバスを運行しました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

ICT機器の活用率 ％

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

55.2（小） 55.2
75.0 80.0 85.0 90.0 95.0

100



【①確かな学力を育む教育の推進】
＜小学校教育研究事業、中学校教育研究事業＞
◆「魚津っ子の学び向上委員会」の学力向上部会の活動を継続し、市全体で学力向上への取組を進めました。
＜特別支援教育推進事業、学習支援員派遣事業＞
◆特別支援スタディメイトや学習支援員を配置することにより、多様な学びのニーズに対応しました。
＜英語教育推進事業＞
◆全小学校への専任ALT配置により、英語に親しむ活動を行い、言葉の壁を超えるスキル向上を行いました。

【②豊かな心を育む教育の推進】
＜情操教育推進事業＞
◆いのちの授業の実施により、豊かな心の醸成に努めました。
＜小学校教育研究事業＞
◆ふるさと発見バス事業や地場産業体験事業の実施により、より深い学習を実現しました。
◆「魚津っ子の学び向上委員会」の心の教育推進部会の活動を継続し、「ふるさと教育スタンダードプラン」の内容の見直し・改善を進めました。
＜学校司書配置事業＞
◆学校司書の配置による図書の整理や読書環境の充実により、児童生徒が書物に触れ合う機会が増え、授業の調べ学習も充実しています。

【③健やかな体を育む教育の推進】
＜食育推進事業＞
◆市の食育推進計画に基づいて、栄養教諭による食育指導等に取り組んだ結果、給食の残食率は低い水準を維持しています。
◆地場産食材の利用拡大のため、生産者及び関係機関と食材調達の調整を行い、地元の新鮮な食材を多く使用した献立を工夫しました。

【④教育環境の整備・充実】
＜小中学校情報化事業・教育ネットワーク管理事業＞
◆児童生徒へタブレット端末を配付し、電子黒板等のICT機器を活用した学習を推進することにより、個別最適化された学習環境を提供しました。
◆校務支援システムの導入等により、学校業務の効率化を図り、教職員が児童生徒と向き合う時間の増加を目指しました。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①確かな学力を育む教育の推進】
◆「魚津っ子の学び向上委員会」の取組を推進し、市全体で学力向上の取組を進めます。
◆個に応じた学習支援の充実のため、学習支援員やスタディメイト等の各種支援員の適切な配置に努めます。
◆ALTを活用し、英語教育の推進に取り組みます。

【②豊かな心を育む教育の推進】
◆令和２年度から全面実施された「魚津市ふるさと教育スタンダードプラン」に基づき、関係機関と連携してふるさと教育の推進に取り組みます。
◆学校、関係機関と連携した指導により、学校復帰や一時登校など改善傾向に向かう児童生徒がいる一方で、不登校傾向の児童生徒が増える傾向
にあります。市SSWが中心となった、早期からの関係機関との組織的な取組により、当該児童生徒への専門的な指導・相談ができるようにします。ま
た、生徒指導協議会と連携し、hyper-QU（よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケート）の活用・分析を進め、子どもの居場所づくり、不適応児
童生徒の早期発見・早期対応を目指します。さらに、発達障害等特別な支援を要する児童生徒に対する情報交換を密にし、切れ目のない支援体制
づくりに努めます。

【③健やかな体を育む教育の推進】
◆「第２期食育推進計画」に基づき、関係機関と連携を図りながら、食育の推進に取り組みます。

【④教育環境の整備・充実】
◆「小中学校就学援助事業」については、家庭の経済的な理由によらず等しく教育を受けることができるよう支援を行います。加えて、「子供の貧困」
や「ヤングケアラー」の問題については、関係各課、関係機関と連携し、早期に発見し支援につなげられるよう努めます。
◆魚津市小中学校通学安全プランに基づき、通学路の安全点検を実施するなど、児童生徒の登下校の安全確保に取り組みます。
◆「魚津っ子の学び向上委員会」が中心となりＩＣＴ機器を活用した授業づくりに関する研修の充実に努めます。
◆児童生徒への効果的な教育活動の充実に向けて、市内小中学校の教職員の勤務実態を踏まえた学校の働き方改革を進めます。

施 策 № 13 施 策 名 学校教育の充実

令和3年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（令和3年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　新型コロナウイルス感染症拡大を受け、学校現場においては、感染症対策を施しながらその影響緩和に努めました。しかしながら各種学校行事は
中止・縮小実施を余儀なくされました。

【①確かな学力を育む教育の推進】
◆学習状況については、指標とする県の学力調査において、県平均に対する市平均の割合が、小学校は（Ｒ２ 98.8％→Ｒ３ 100％）前年度を上回り、
中学校も（Ｒ２ 94.4％→Ｒ３ 96.0％）前年度を上回っています。

【②豊かな心を育む教育の推進】
◆不登校の児童生徒の割合が、前年度と比較して小学校は0.25ポイント、中学校は0.41ポイント増加しています。
◆１か月間に読んだ本の冊数は、前年度と比べて一人当たり0.8冊増加して8.4冊となっています。

【③健やかな体を育む教育の推進】
◆けがや病気の件数については、前年度と比較して１日当たり0.2人減少し、7.1人となっています。
◆学校給食の残食率については、コロナウイルス感染症の影響により、配膳方法・おかわりの仕方等に変更があり、残食量が多くなったため、前年
度と比較して0.6％増加しています。

【④教育環境の整備・充実】
◆小中学校の普通教室の冷房化率は、令和元年６月に100％となっています。
◆ＧＩＧＡスクール構想で令和５年度達成予定だった全ての児童生徒への端末配備が、国からの支援が前倒しとなり、令和３年２月に１人１台端末の
配備が100％となり、更に小中学校共に指導者用デジタル教科書が配付されました。


